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特異の存在−矢野龍渓論 
 要旨 
 
本研究が研究の対象とするのは、幕末から昭和初期にかけて活躍した知識人
矢野龍渓（1851 年 1月−1931年 6月、名文雄、号龍渓）である。矢野龍渓は極
めて広範囲且つ多方面に光彩陸離たる事業に携わったため、彼を特徴づける肩
書を一言であらわすのは困難である。まず、小説家として『経国美談』、『浮城
物語』、『新社会』などを出版し、立憲政治家として立憲改進党の結成と運営に
奔走し、社会主義者として明治社会主義運動に参加し、政論家として自由民権、
立憲政治を宣伝し、『演説文章組立法』を著作した。また、官吏として大隈重
信の幕下で太政官大書記官、宮内省式部官などを歴任し、外交官として李鴻章
らと｢福建省不割譲｣、「清朝留学正派遣」について交渉し、教育者として慶應
義塾の大阪と徳島分校の校長を勤め、文体文字改革を提唱した。さらに新聞人
として郵便報知新聞社社長、大阪毎日新聞社副社長を務めた。日本近代史の一
環である近代文学史、明治文明開化史、自由民権運動史、近代新聞発達史、近
代文体発生史、初期社会主義運動史の分野に業績を残したと言っても過言では
ない。「百科全書派啓蒙主義者」1と言われるのも理解できることである。 
しかしながら、現在、矢野龍渓はただ代表的政治小説『経国美談』の作者で
あると人々に記憶され、関連領域の専門研究者にとっても、名前が言及される
程度の扱いである。矢野龍渓は上記のいずれの分野でも史上の最高水準には至
っていなかったことは認めなければならない。この意味で、矢野龍渓は博大な
知識と俯瞰的な視野を持ちながら、様々な分野にアンテナを張ったにもかかわ
らず、限定された特定分野の専門家であると評価することが難しい。しかしな
がら、これこそは矢野龍渓の特徴だと考えられる。この特徴は矢野龍渓の生き
た時代を考えると、さらに明瞭となる。 
                         
1野田秋生『矢野龍溪』（大分県教育委員会、1999年）、はじめに。  
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矢野龍渓は幕末から昭和初年に渡って長い経歴を有するが、彼が活躍した時
代は日本歴史の中で特殊だと言える明治時代である。この明治時代の最たる特
徴は日本の近代化が推進された時代だと考えられる。一方、廃藩置県、王政維
新などが実施され、制度的、技術的な改革が行われ、いわば産業革命の時代転
換の下で、文学、思想、科学、社会制度から風習、服装、食生活まで当時の人々
に大きな衝撃をもたらした。そこで、思想、文学、芸術、宗教、科学、教育な
どに新たなエネルギーが注がれ、たくさんの決断力、実行力のある政治家、思
想家、文学家の育成を促した。矢野龍渓が多分野に進出したのは、この激しい
近代化の波の中で生きており、様々な領域に踏み込ませざるを得なかった社会
環境があったからではないであろうか。一方、西洋式文物と科学技術の大量輸
入の近代化は、労働の分業と社会の分化及び政治、経済、科学宗教、法律、教
育などの専門化を促進したので、たくさんの「専門家」も育んだ。にもかかわ
らず、矢野龍渓は専攻した領域があまりにも多すぎて、結局何かの専門家とは
定められない状況にある。矢野龍渓の評伝『矢野龍渓』の作者である野田秋生
（1933 年生）は「多彩、かつ一筋縄でゆかないようなものであった」と述べ、
矢野龍渓を 
 
故丸山真男氏は「矢野龍渓とはそも何者か」と問われ、その「知」の在り
ようを「普遍人」と表現して、「たこつぼ」型の多い日本近代の知識人の中
にあって特異の存在であることを強調された2。 
 
と丸山真男（1914−1996）が『矢野龍渓資料集』に寄せた序文を踏まえて評価
した。丸山真男は『矢野龍渓資料集』の序文に、 
 
矢野龍渓の活動をこうして見渡すと、彼こそブルックハルト3がルネッサ
ンス的人間類型として特徴づけた「普遍人」（l’uomo universal）と名づく
べき人物のように思わせる。 
 
と矢野龍渓を「普遍人」と特徴づけた。さらに続けて、 
 
                         
2同上。 
3ブルックハルト（Carl Jacob Burckhardt、1818−1897）はスイスの歴史家、文化史家、文
明史家。筆者補。 
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 つまり、一つ一つの分野をとり出すならば、龍渓はそのいずれにおいて
も超一流の地位を保持してはいない。その限りで、「普遍人」龍渓を悪い
言葉で表現すれば「何でも屋」龍渓ということにならざるをえない。私自
身は、滔々としたコマ切れ的な「専門家」を輩出した近代日本の中では、
たとえ「何でも屋」であっても、龍渓ほどのレヴェルに達すれば偉とする
に足りると思っているが…… 
 
と専門的分化の日本近代化の推進により、矢野龍渓のような人物の位置づけに
不利に働いた社会環境と、近代日本の群像の中で、トップ・レベルの人物とは
必ずしも認められていない矢野龍渓の位置づけの現状に疑問を呈している。丸
山真男が矢野龍渓を評した「普遍人」とは、時代環境を考慮にいれれば、いわ
ば「特異」という意味であるように思われる。 
矢野龍渓の「偉」は具体的には何かというと、丸山真男はその「関心の広汎
さ」、「洞察の深さ」、「目配りの緻密さ」、「構想の雄大さ」、「品行の高潔さ」さ
らに「己の志を実行する粘着力と覇気」などを羅列し、それに「驚嘆の声を発
せずにはおられなかった」、「ひょっとすると二十世紀末の日本の状況まで見通
しているのではないか、と冷汗の出る思いがする」を評した。また、文学家と
しての側面では、明治文学研究家の柳田泉4は『経国美談』を論じる際、その
『経国美談』の光彩ある主題と、興味深い史実と、雄大な結構と、巧妙な説話
と、流麗な文章とに魅惑され、著者龍渓の造詣の博大なのに圧倒されたと評さ
れた。政治家としての側面では、尾崎行雄5が「矢野文雄氏の偉大なる功績を忘
れることはできない」、「その卓見には、敬服すべきものがあった」と、自由民
権の伸張及び立憲政治の確立に取り込んだ矢野龍渓を評価した。さらに、1902
年から社会主義運動に参加した矢野龍渓に対して、幸徳秋水は 
 
其姓名は夙に江湖に喧傳し、其風采は一世の久しく想望する所たり、而し
て今や此人に依て更に社会主義の福音を聞く。吾人社会主義者に取ては、真
に空谷跫音の感なくんばあらず6。 
                         
4柳田泉「『経国美談』とその政治理想」（『政治小説研究・上』、1967 年）、203
頁。 
5尾崎行雄「踏晦したる矢野文雄氏」（『痴游雑誌』第 2巻 6号、1936年）22−24
頁。 
6幸徳秋水｢『新社会』を読む｣、1902年 7月 7日付『萬朝報』3161号。 
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と論じた。なお、本研究では詳論しないが、矢野龍渓は日本近代の文体改革、
文体形式の創新、新聞事業の発展及び文明開化の推進に及ぼした影響も無視で
きないと考えられる。 
本論文ではこのような「偉」のある「特異」の存在でありつつ、多様な分野
で活躍した「普遍人」の矢野龍渓を研究対象とする。 
矢野龍渓及びその周辺に関する既発表の研究は、矢野龍渓が在世中から現在
まで少なくはないが、矢野龍渓研究にはまだ不充分のところがあるように思わ
れる。それはまとめると以下のようになる。 
一、文学、文体、思想、政治、外交など様々のジャンルに触れているが、文
学の視点からアプローチされた論文が半分以上を占める。すなわち、多
分野に渡る「百科全書派啓蒙主義者」（野田秋生、1999 年）としての矢野
龍渓の政治、外交方面における活動があまり注目されておらず総合性が
ない。 
二、特定の時期あるいは特定の分野に限定された考察はあったが、違う時期
あるいは違う分野における矢野龍渓の作品あるいは思想の前後関係を論
じた研究が少なく、断片的である。 
三、欧州遊歴と清国公使着任のある矢野龍渓の東洋と西洋に対する認識の考
察がなく、空白区がある。 
 先行研究の状況を踏まえて、本研究は以下の研究目的を設定する。 
一、矢野龍渓のイメージを立体化させること：思想的・政治的・文学的・外
交的な視点で、矢野龍渓の文学活動だけではなく、政治作為、外遊経歴、
外交手段、世界認識の面も触れて、矢野龍渓の長い生涯における多彩な
経歴を分析して、矢野龍渓の全体のイメージを把握する。 
二、矢野龍渓の多領域における活動の関連性を把握すること：三大作品を個
別考察する上で、矢野龍渓の前期と後期の作品が時間軸における継承性
及び各作品の類似と相違、さらに、矢野龍渓の各段階における政治立場
と文学創作の関連性を絞り出す。 
三、矢野龍渓の東洋と西洋文化に対する認識を明白にすること：矢野龍渓は
1884(明治 17)年４月から 1886(明治 19)年 8 月までの約 2 年間半の時間
をかけて欧州外遊を行った。また、1897年 6月から 1899 年 11月まで清
国特命全権公使として清国に赴任した。本稿は矢野龍渓が海外に滞在し
た一断片をとって、その世界認識を分析する。まず、矢野龍渓が欧州に
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赴いた後、どこを訪ねたか、何に感心を注いだか、また、日清戦争の後、
外交官の肩書きを持った矢野龍渓が、どのような外交手段で何の外交活
動を行ったかの考察を通して、矢野龍渓の東洋と西洋に対する認識ある
いは態度を導き、明白化する。 
また、矢野龍渓の生涯を概観すると、政治界、文学界、新聞界、外交界、啓
蒙家、教育者、社会主義者など様々な肩書を持っている。矢野龍渓の人間像全
体を浮き彫り、近代日本における知識人の一つとして、その側面を考察するた
めに、どの部分を重点に置くのか、明確にしなければならない。筆者は矢野龍
渓の多分野の生涯に於いて、最も活躍した文学界と政治界に着目した。また、
矢野龍渓の生涯において、欧州遊歴と清國公使在任の特別な経歴があり、矢野
龍渓のいずれの代表作品にでも、国際的な視点が表わされているので、本論文
には、国際的な角度で、矢野龍渓の東洋と西洋に対する認識を考察する。この
3つのテーマは違う分野の項目ではあるが、それぞれ孤立しているのではなく、
同時期の異なる分野に於ける活動は相互的に制約し依存している。また、同分
野の異なる時代をまたがる活動は相互的に関連している。本論文は、網を作る
ように、矢野龍渓の同分野における異なる時期の活動で縦の線を引き、同時期
における異なる分野の活動で横の線を引く。さらに、矢野龍渓自身にとって、
各時期と各分野を跨る多彩な活動は同じ宗旨が存在していることがうかがえ
る。この不変の宗旨は矢野龍渓生涯の主線だと考える。このように、矢野龍渓
の生涯を系統的に整理し、分析し、矢野龍渓のイメージを立体化させるのが、
本論文の研究手段である。この研究手段に基づいて、本論文は、矢野龍渓の文
学活動、矢野龍渓の政治活動、矢野龍渓の西洋と東洋に対する認識という三部
に分けられている。 
 まず、文学活動について、1883（明治 16）年に出版した『経国美談』は自由
民権を提唱し、政治小説の嚆矢として受け入れられた。1890（明治 23）年に出
版した『浮城物語』は国権伸張を唱道し、児童ナショナリズム文学系譜の源流
として位置付けられた。1902年に出版された『新社会』（明治 35）は、平均の
利益分配を主張し、日本人が書いた初めてのオリジナルユートピア書作として
評価された。『経国美談』の前編は主として内政改革で、後編は主として国権
伸張であると言えよう。『浮城物語』は『経国美談』の後編と踵を接して、国
権伸張の大業を具体化した。『新社会』における新たな社会は、『浮城物語』で
は占領した領土で組み立てられた国ではないが、『浮城物語』における国権伸
張の計画が予定通り達成した後、国を管理する大業は自然に来るわけである。
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『新社会』は偶然でありながら、理想的な国家運営の方案を総合且つ論理的に
提供した。この三大作はこのように踵を接している。一方、明治の新しい国家
の運営規制と国家制度の模索時期に誕生した『経国美談』の自由民権思想は、
欧米列強の植民地開拓の脅威によって『浮城物語』の国権思想に変化し、また、
資本主義制度の定着と社会発展のバランス崩壊によって『新社会』の社会主義
思想に変質した。矢野龍渓のこのような思想変化は社会環境と密接に関連して
いる一方、自分の経歴と志向ともつながっている。 
 『経国美談』の誕生から、『新社会』の出版にかけて、政治界で挫折感がた
まっていた矢野龍渓に対して、現実の居場所では、自分の理想と志向が結局実
現できず、自分が想像した上で建築した世界では、自分が追求しつつある政治
理想と人生志向が実現できる。そのため、『経国美談』における「正史」の強
調から、『浮城物語』における想像力の運用、さらに『新社会』における「夢」
に仮託した理想世界まで、三大作における空想性が多くなり、現実世界と離れ
ている別世界に夢中になった矢野龍渓の思想的な変化もうかがえる。一方、立
憲政治が確立する前に出版した『経国美談』の主題は、自由民権、立憲政治で
あり、立憲政治が確立した後に出版した『新社会』の主題は社会改良と人民幸
福である。矢野龍渓の理想と志向も作品の主題のように自由民権から人民幸福
に転じたと考えられる。 
 作者矢野龍渓は小説を道具として、政治見解を伝え、日本への夢を訴える。
啓蒙者として理想の種を蒔き、経済政治理論、地理歴史、世界の兵器、物産、
列国の情勢などの知識の揺籃を孕んだ。矢野龍渓は時代の変遷に伴って、明治
10 年代の｢自由民権｣から 30 年代の｢平等幸福｣まで、理想とされた政治役者、
社会仕組、世界情勢を探しつづけていた。『経国美談』における理想化の個人
から、『浮城物語』における理想化した団体、『新社会』における理想化した社
会に至るまで膨張し、完備になる。日本の夢に根付きした理想の種は三大作を
通して、明治期の知識人の心に発芽した。 
また、政治活動について、1888（明治 21）年政界引退を発表した矢野龍渓は、
帰郷中に、｢志業未成鬓欲斑。倦遊両度入郷関。故山猿鶴定相笑。空有姓名傳
世間。｣7と｢帰郷有感｣と題する詩を綴った。また、改進党から脱党を発表した
後、政界引退を郷党に説明するため、大分県への旅行を題材にした『西游漫記』
には、｢我々の外には舟を泛る人もなし、晴れ渡りしかと思へば細雨又霏々と
                         
7小栗又一『龍渓矢野文雄君伝』（大空社、1993年）、255頁。 
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し降り山水朦朧、其趣云ふ可らず、甚だ得意の境に在りしが、不図考ふれば我
れこそ病気保養の為斯く悠々と遊び居れども本年は我が国事の最も忙はしき
年ぞかし、憂国の士は朝野を問わず種々に苦心して嘸ぞや今頃は奔走し居るな
らん、我身は国に対して愧づかしき限りなりと左の一絶を口占せり。｣8と述べ、
詩はすなわち｢十歳間関頭欲白、心胸無復縦横策、中原回首事粉々、愧為扁舟
湖上客。｣である。この二首の詩から、矢野龍渓の政治界に対しての無力感が
よくうかがえる。この無力感がありながら、幾度も政治事件の渦に巻き込まれ、
一回の殉官の後、二回の引退を声明した。矢野龍渓が引退を発表した時、いつ
も｢保養｣を目的にしていた。しかし、｢志業未成｣に基づいた｢挫折感｣は矢野龍
渓の引退の原因ではないだろうか。その｢挫折感｣は、早期国会開設と政府中枢
権力制限の願望は当時の執政者との理念上の衝突をもたらしたのであった。隠
士を気取っていた矢野龍渓は、国家運命・人民幸福に強い責任を負ったまま、
｢志業未成｣の自分を反省していた時の心境は複雑であろう。では、矢野龍渓が
言った｢志業未成｣の「志業」は何であろうか。 
｢我輩の祖父も亦我輩が幼少の折｢お前は左の額に七つの黒子がある。これは
七星の象で、経世濟民の使命を受けて居るのである。必ず政治家となって、此
使命を果たせよ｣と教えられた。幼小の頃の庭訓の感化は恐ろしいもので、此
事は、無精者の我輩をして政治界に志さしめた原因の一と云ってもよいのであ
る｣9と、矢野龍渓は自分が政治家になる原因は｢庭訓｣と｢祖父の感化｣にあった
と述べた。幼児の時には、｢七星の象｣を信じ込む可能性はあるが、それよりも、
矢野龍渓に深い影響を与えたのは｢庭訓｣すなわち｢経世濟民の使命｣だと考え
る。執政者より執筆者として成功を収めた矢野龍渓が、最初に明治歴史に登場
した舞台は文学界ではなくて、政治界であった原因はこの｢経世濟民の使命｣だ
と考えられる。これはつまり矢野龍渓が言った｢志業未成｣の「志業」だと考え
られる。矢野龍渓の経世濟民の使命感が矢野龍渓を政治分野に踏み込ませる原
因であれば、その後政治から遠ざかる原因でもあったと考える。なぜかという
と、矢野龍渓は文学生涯においても、政治生涯においても、形式より、実際に
社会問題、政治問題を解決することを最も重視し、国民啓発、国体安定、国権
伸張、国民幸福により一層の関心を寄せているからである。この｢経世濟民の
使命｣感は矢野龍渓の不変の主題として、作家としての矢野龍渓に、「小説はと
                         
8大分県教育委員会編『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会、1998年）、
52頁。 
9前掲、大分県教育委員会編『矢野龍渓資料集』第七巻、490 頁。 
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にかく道具である」と考えさせ、嚆矢の政治小説を執筆させ、時代の変遷によ
り自由民権から人民幸福に継承させた。また政治家としての矢野龍渓に、憲法
確立と国会開設に専念させ、権力に無関心な態度を取らせ、民権保護、貧民救
済思想を申告させ、度々引退を表明させた。 
さらに、矢野龍渓の西洋と東洋に対する認識についての考察は、福沢諭吉と
の対比から着手する。矢野龍渓の政治生涯は福沢諭吉の紹介ではじまり、大隈
重信の帷幕の中で発展、終結した。矢野龍渓にとって、福沢諭吉は非常に重要
な存在であった。しかし、小説家として様々な成果を上げた矢野龍渓は、福澤
諭吉から深く影響されたとは言え、やはり福澤諭吉と区別されるところがある。 
 矢野龍渓は漢学家ではないが、中国文化に対する造詣の深さと距離の近さが
うかがえる。矢野龍渓の清国およびその文化に対する親近感は当時のよくある
中国軽蔑の社会的雰囲気と違い、自分の生涯に深く影響した福沢諭吉と截然た
る区別がうかがえる。現在日本で発行されている一万円紙幣の肖像に採用され
た福澤諭吉は、近代日本における最も代表的な啓蒙思想家として、日本近代文
明開化史に画期的な意味を持っている。しかしながら、文明史観の立場で勝手
に戦争の合理化を唱道し、一貫して同じ人種である清國さらにアジアを罵るほ
ど軽蔑する福澤諭吉はまるで別人である。一般的に知られている「脱亜論」に
満ちている「アジア軽蔑」のほか、日清戦争に対する態度からも福沢諭吉のア
ジアあるいは清国を軽蔑する観念がうかがえる。日清戦争の時、福沢諭吉は強
硬な主戦論を押し通しながら、「牛馬豚犬に異ならず」（1895 年 1月 4日）10な
どのような言い方を振る舞い、また、「目的は唯戦勝にあるのみ。戦に勝利を
得て国光を世界に燿さん…眼中物なし、唯日本あるのみ」（1894 年 7月 29日）
11と、戦争勝利へ狂おしいほどの情熱を燃やした。1895（明治 28）年 12月 12
日に、改めて還暦祝いを開催する際、慶應義塾生徒に日清戦争の勝利と明治維
新以来日本の収穫に「感極まりて泣くの外なし」、「長生きは可きものなり」12
と悦びを表した。 
それと比べて、外交官であった矢野龍渓は、日露戦争の壮烈悲惨に直面し、
国際地位の維持と世界平和の達成にバランスを求めた姿勢がうかがえる。また、
福沢諭吉は「我輩の多年唱導する所は文明の実学にして、支那の虚文空論に非
                         
10富田正文・土橋俊一編『福澤諭吉全集』第十五巻（岩波書店、1971年）、9頁。 
11富田正文・土橋俊一編『福澤諭吉全集』第十四巻（岩波書店、1971年）、495
頁。 
12小泉信三『福沢諭吉』（岩波書店、1966 年）、191頁。 
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ず」13などのように、漢学の不信仰、儒教ないし儒者に対してあらわした敵視
が明らかである。しかしながら、漢詩の愛好家である矢野龍渓は中国の文学を
世界の三絶に比喩し、作品にも漢学造詣の深さが呈されている。たとえば、『経
国美談』における章回体の体裁と照応・波瀾・抑揚などの語辞の運用及び瑪留
の人物設置から矢野龍渓の漢学との馴染み深さがうかがえる。「今日になって
見ると、成程昔は支那以外に居る人民はどちらかと云ふと、支那よりは開けぬ
野蛮国で支那の方が文明である」14と述べたように矢野龍渓の様々な作品から
「中国」及び「中国文化」を尊重している立場がうかがえる。この角度から見
れば、矢野龍渓は福沢諭吉よりも思想が開明ではないであろうか。 
矢野龍渓は基本的に理知を重んじる啓蒙開化の立場で、明治開花期の知識人
の姿態を貫いてきた。矢野龍渓にとって、政治・文学・新聞・外交などの諸事
業はバラバラのものではなくて、すべて自由民権・独立自主・幸福安定への尊
敬追求という強固な中心点を軸とする複数の同心円であった。矢野龍渓は終生
この中心に置いた軸足を揺るがすことなく、左右上下の空間に大小さまざまな
円を描き出し、時代の河の中にそびえ立つ孤立した砥柱のように、毅然として
動かず、「論理的一貫性」を維持したのである。急速に形成された近代日本が
矢野龍渓の存在に可能性を提供した。しかしながら、「多彩かつ一筋縄でゆか
ない」15矢野龍渓が全力を尽くして提起したもの、さらに彼の在り方は、近代
日本の主潮流の外にあった。もし、特異の存在である矢野龍渓の在り方は近代
日本の主潮流であれば、近代日本の在り方も、もう一つの可能性が生じるので
はないであろうか。 
 
                         
13福沢諭吉「半信半疑は不可なり」（『明治文学全集 8・福沢諭吉集』、1901年）、
167頁。 
14大分県教育委員会編『矢野龍渓資料集』第四巻（大分県教育委員会、1997年）
473頁。（1890年 3月 25日付『早稲田学報』37号）。 
15前掲、野田秋生『矢野龍溪』、はじめに。 
